
太陽光発電を設置されるお客さまへ 

 

太陽光発電の発電抑制について 

 

太陽光で発電した電気は，お客さま宅で消費した後，余った電気は当社の配電線に流

れ込むことになりますが，その際，お客さま宅の電圧が上昇し，法律で定められた適正

電圧値を超えることがあります。 

これを避けるために，太陽光発電には，国で定められたガイドラインに基づき，自動

で電圧を調整する機能が付いており，太陽の光が照っている時でも，自動的に発電を抑

制または停止する場合があります。 

この場合，パワーコンディショナーの液晶パネルに動作表示されたり，出力抑制ラン

プが点灯したりしますが，機器の不具合ではございませんのでご了承ください。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☞自動電圧調整機能の詳細については裏面のＱ＆Ａをご覧ください。 
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Ｑ１ 電圧が上昇するのはどうしてですか？                    

Ａ１ 太陽光により発電しているとき，電圧は上昇方向へ，逆に，お客さまが電気をご

使用されるとき，電圧は下降方向へ変動します。すなわち，電気のご使用量よりも，

発電量が上回るときは，電圧が上昇していくことになります。 

（隣接の工場や事務所等が休みの場合など，近隣の電気の使用状況によっても電圧が上昇しや

すくなります。） 

また，水の流れと同じように，電気は電圧の高いところから低いところへ流れま

すので，お客さま宅の電圧が，当社配電線の電圧よりも高い状態になると，配電線

に電気が流れ込み，その影響で配電線の電圧も上昇することになります。 

 

Ｑ２ 発電を抑制するのはなぜですか？                      

Ａ２ 太陽光発電により，お客さま宅の電圧が高くなりすぎると，お客さまの家電製品

等が故障する可能性があります。また，この影響で，配電線の電圧も高くなり，近

隣のお客さまにも同様の影響を及ぼす可能性があります。 

そのため，太陽光発電には，電圧を調整するために，自動的に発電を抑制する機

能が設置されています。 

 

Ｑ３ 配電線の電圧はどのようになっていますか？                 

Ａ３ 配電線は多数のお客さまに電力を供給しているため，その使用状況によって電圧

は時々刻々と変動していますが，当社は法律で定められた適正電圧範囲内になるよ

うに調整しています。 

標準電圧が１００Ｖの場合，９５～１０７Ｖに，２００Ｖの場合，１８２～２２

２Ｖの範囲とするよう努めることが定められています。 

（電気事業法２６条および同法施行規則第３８条） 

Ｑ４ 自動電圧調整機能が頻繁に作動する場合はどのような対処法があるのですか？  

Ａ４ 太陽光発電の自動電圧調整機能は，お客さまからの申し出により，近隣のお客さ

まの供給電圧に影響を及ぼさない範囲で１０７Ｖを超えて設定することもできま

す。（電力品質確保に係る系統連系技術要件ガイドライン 資源エネルギー庁） 

上記の対処をしても自動電圧調整機能が頻繁に作動する場合は，配電線の増強工

事を行うことになります。 

なお，その場合の工事費用についてはお客さまのご負担となりますのでご了承下

さい。 

 

 

 

 

 

 


